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１ 林野庁来年度予算概算要求発表!!  

 8 月 31 日（金）恒例の 2019 年度概算要求を発表した。総額 3,452 億円（対前年比 115%） 

におよぶ積極的予算となっています。木材産業関連事業では、林業・木材産業成長産業化促

進対策 1,473億円の内の拡充予算の一つが木造公共建築物等の整備です。久しぶりの補助事

業ですが、補助対象が公共建築物の木造化や内装木質化で補助率１/２以内です。対象施設

例として、文化交流センター、保育園、児童館、文化財展示施設、病院、福祉施設、観光案

内施設、ターミナル施設等です。事業のポイントとして、JAS製材品の使用の義務付けや意

欲と能力のある林業経営体との連携等が予算配分の加点の対象となる見込みです。 

 木質バイオマス利用促進施設整備事業では、山村地域で地域の関係者の連携の下、熱利用

又は熱電供給により、森林資源を地域内で持続的に活用する取組である「地域内エコシステ

ム」の構築を重点的に支援していきます。具体的には、未利用間伐材等活用機材整備や木質

バイオマス供給施設整備、木質バイオマスエネルギー利用施設整備に補助率 1/2（通常 1/3）

を適用する。補助対象は移動式チッパー、林地残材収集運搬車、乾燥施設、貯木場等です。 

 民間セクターによる非住宅建築物等木材利用促進事業（新規）では、木材利用に取り組む

民間企業ネットワークの構築を支援します。具体的には、木材利用を進める上での課題・条

件の整理、木材供給者への条件の提示等の取り組みを支援します。また、新たな木造建築の

設計施工システムの確立支援では、非住宅分野で木供給者との連携による木材調達の効率化

や工法の工夫、施工期間の短縮化等による低コスト化に取り組みます。最後に、民間企業を

含む木材利用の理解醸成では、木材利用に向けた普及啓発活動や顕彰制度、木育活動等「木

づかい運動」の取組を支援します。 
 

２ 第 44 回総会時の質問事項について 

 5 月 25 日開催された第 44 回通常総会時に質問のありました出資金の取扱について、第 2

回臨時理事会（書面による）等で検討し、次のとおり承認されましたので報告します。 

１．出資金の現状について ： 「定款第 10 条 前条第 1項の承諾を得た者は、遅滞なく、 

その引き受けようとする出資の全額を払込みしなければならない。」この他、理事会申し合

わせ事項として、新規加入の事業者には出資金 6口以上の出資をお願いしています。現状で

は、これまでの経緯もあり、会員の出資口数にバラツキ（2～34口）が生じています。 

２．出資金の取扱について ： 6口を超える会員で要請があれば、「定款第 17条 組合員

は次の各号に該当するときは、事業年度の終わりにおいてその出資口数の減少を請求するこ

とができる。」を準用してもらう。6 口未満の会員につきましては、できるだけ 6 口以上と

なるように声掛けを継続していくこととする。 以上。 
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３ 白鷹町新庁舎建設中!! 

 白鷹町では、老朽化した庁舎や公民館などを

複合化した木造施設の建設が進んでいる。町は、

森林面積約 1万 ha、森林蓄積約 2百万㎥の資源

を有している置賜地方有数の林業地である。3年

前から、この地元産スギ無垢材で在来軸組構法

のまちづくり複合施設の検討がなされてきた。

施設を耐火構造で区切り、各棟を延べ床面積千

㎡以下の別棟とし、施設の大半が耐火の規定が

かからない設計としている。延べ床面積は約４

千 6百㎡で８棟に分棟した造りとなっている。  

また、地元の林業組合、製材所などと木材調達に関する会議を実施し、地元木材資源の把

握と調達体制の整備を進め、施設整備が地元林業・製材業の振興に大きく寄与することとな

った。大型木工事の課題である木材の乾燥と強度測定機については、2年前に合板・製材生

産性強化対策事業（林野庁補助金）に採択され、おきたま木材乾燥センター㈱を設立し、町

内製材工場等から生産された製品を仕上げ納入していく体制を整えている。 

素材は主に町内の 70 年生以上のスギ材を使用する。積雪が 1.5ｍと多いため、町産材の

強度試験等を実施し、E70以上、SD20以下で指定したが、JAS指定はなく構造計算は無等級

材で計算している。柱は 240㎜角で 120×240㎜の２丁使いを前提に計画。梁も 120×360㎜

を最大寸法とし、２丁合わせも使用する。壁等は 24 ㎜構造用合板の両面張りや縦格子 120

×240 ㎜当も利用する。大会議室は 16.4m の大スパンをスギ無垢のアーチ型トラス構造だ。 

施設建設は 6月から建て方工事が始まっており、現在の予定では、２月頃完成し５月から

の使用を見込んでいる。9月 21日（金）は木構造見学会も開催される。２年後までには県内

3か所程度で市町村役場機能緊急保全事業（国庫）による庁舎建設が続く見込みだ。 
 

４ やまがた美しい森林づくり推進大会運営委員会開催!! 

8月 30日（木）村山総合支庁４F402会議室において、平成 30年度やまがた美しい森林づ

くり推進大会運営委員会（事務局：森林協会）が開催された。木産協からは企画委員として

鈴木専務が、副会長の阿部理事長代理も兼ねて出席した。 

第 65 回を迎えた山形県林材業年次大会であるが、やまがた美しい森林づくり推進大会と

名称を併記するようになって 10 回目となる。運営委員 15 名が出席し、大会実施要領（案）

などについて、原案どおり承認された。提案事項、大会決議については、細かい字句の訂正

等意見が出され、企画委員を中心に一部精査していくこととなった。 

その他で大会名称について、趣旨が分かりにくいので「山形県林材業年次大会」に戻して

はどうかとの意見が出され、来年度に向けて検討してみたいとなった。 
 

５ 木造乗馬クラブ建設!! 

 ㈱山形城南木材市場が山形市蔵王上野地区において、非

住宅木工事の建設業として木造乗馬クラブ施設の建築に

取り組んだ。この施設は馬場 800㎡、馬房 236㎡と管理棟

で、木材調達と建て方を担っている。馬場には、秋田グル

ーラムの大断面米松集成材を使用している。5 月始めに着

工し、7月末に完成、8月下旬にオープンしている。 
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６ シリーズ森林・林業白書 （第２章） 

第２章.森林の整備・保全  
本章は、日本の森林の現状と保全計画、被害対策、そして森林に関する国際的な取り組み

について記述されており、木材産業関係者にはあまりなじまない章ではあるが、森林整備の
基本であるので一読いただきたい。近年は特に図表・写真等が多用されており、忙しい御仁
は順番に図表等を見ていくだけで流れが理解できるそんな章でもある。 
我が国の森林蓄積は右肩上がりに確実に増えている。また、国民の期待する森林の多面的

機能のうち、木材生産機能への期待が高まっているとの報告がある。これらを踏まえた「森
林・林業基本計画」では、本格的な利用期を迎えた森林資源を活かし CLT等新たな木材需要
の創出と国産材の安定供給体制の構築、林業・木材産業の成長産業化を図り、地方創生や地
球温暖化防止、生物多様性保全の取組を推進することとしている。 
森林整備の動向としては、これまでの間伐対策に加え、主伐と再造林の強化、面的なまと

まりを持った森林経営計画等による森林整備を強化し、強靭な国土保全と自然環境に配慮し
た多様な森林整備を進めていく。 
また、北九州や広島県等で発生したゲリラ豪雨による流木災害等を踏まえ、流木化する可

能性の高い流路部の立木の伐採や流木捕捉式治山（鋼製スリット等）ダムの設置等を一体的
に実施することとしている。 
国際的な取組として、気候変動枠組条約第 3階締約国会議（COP3）における「京都議定

書」や COP21の「パリ協定」等が解説されている。 
 

７ ９月以降の行事予定 

9月 7日 選手村ビレッジプラザ木材伐採式（真室川町） 理事長 

9月 13日 山形県児童木工コンクール審査会（山形市） 専務 

9月 13-14日 地域再生シンポジウム（米沢市） 副理事長 

9月 18-19日 全国木材組合連合会東北支部会議（南陽市） 理事長・専務 

9月 19日 山形県再造林推進会議（山形市） 理事長 

9月 20-21日 JAS検査員東北地区ブロック研修会（青森市） 専務・検査員 

   

 

８ 日本百名山シリーズ紹介（赤石岳） 

 日本第７位の標高を誇り、南アルプスを代表する赤石岳

に先日 40 年ぶりに登ってきた。赤石山脈の主峰で 3,121

ｍ。名前の由来のとおり赤い岩（チャート）が特徴であり、

南アルプスが以前に海だったことを物語っている。静岡県

北部の三角地域周辺はオクシズ（奥静岡の意）と呼ばれ、

新東名の開通とともに人気のスポットとなっている。登山

口の畑薙ダムまでは静岡駅から山道をバスで 2 時間半ほ

ど、そこから林道を管理者

である東海フォレスト専用バスに乗り換え、さらに 1時間走っ

たところに椹島（標高 1,100m）という登山基地がある。そこか

らもの凄い急登が約 4時間続き、赤石小屋（標高 2,500m）に到

着。翌朝、山頂までの急登約 3 時間で 3 千ｍの山頂に到達す

る。つらい登りだが、お花畑が素晴らしい。群落である。山頂

からは目の前に富士山、隣に最南端の 3千ｍの聖岳、北側に塩

見岳、荒川三山、仙丈岳、中央アルプス、北アルプス、乗鞍岳、

御岳が広がる絶景が続く。アクセスが大変で登山者も少なく、

きれいな山小屋で星空、ご来光、お花畑を満喫できる。 

タカネマツムシソウ 

タカネマツムシソウ 
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９ 県からのお知らせ（林業振興課木材産業振興担当）  
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10 厚生労働省からのお知らせ 
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11  ７月期の住宅着工状況 
  
平成 30 年 7 月期の県内新設住宅着工戸数は 469 戸となり、対前月比 69.6％、対前年同月比 88.8％、前年累計比 122.1％となった。地域

別で山形市、天童市、東根市等村山地区が減少し、新庄市、米沢市、鶴岡市等が伸びている。木造率は今月 89.3％となっている。 
 


